
２００９年（平成21年）
NGNサービス「フレッツ 光ネク
スト」において「ひかり電話」を
ご利用のお客様向けの高音
質電話機が平成21年2月18日
から登場。

特徴
本商品は、高音質電話対応
機器との間で、広帯域（100 
Hz～7kHz）の周波数を利用
した音声通話が可能です。従
来の電話機に比べ、高い音
や低い音も再生できるようにな
り、話し声も聞き取りやすくなっ
ています。
また、通話先が従来の電話機
や「Bフレッツ」及び「フレッツ・
光プレミアム」を利用した「ひか
り電話」、携帯電話の場合で
も、擬似広帯域通話機能によ
り、従来の通話に比べ、高音
の帯域を広げた300Hz～約
6kHzの擬似広帯域音声で
通話できるため、クリアな音声
で通話ができます。

ひかりクリアフォン
HQ-100

２０１１年（平成23年）
「フレッツ光」の「ひかり電話
サービス」をご利用のお客様
向けに、タッチパネルによる簡
単な操作かつ高音質・高品
質なテレビ電話が利用可能な
「光LINK」シリーズの「ひかり
フレッツフォンVP3000」が平成
23年2月16日から登場 。

特徴
「2010年度グッドデザイン賞」
を受賞した「ひかりフレッツフォ
ン VP3000」は、 「フレッツ 光
ネクスト」、「フレッツ・光プレミア
ム」または「Bフレッツ」のブロー
ドバンド回線を利用し、タッチ
パネル操作等で簡単に「ひか
り電話」を利用した「テレビ電
話」や「デジタルフォトフレーム」
等が利用できるIPテレビ電話
端末です。
また、本商品をカスタマイズす
ることで、IRUエリアの自治体
様が配信する情報のIP告知
端末としての使用等、様々な
用途でご活用いただけます。

ひかりフレッツフォン
VP3000

公衆電話ボックスのうつりかわり

１９００年（明治33年）

初めて京橋際に建てられた、公
衆電話ボックス第一号。六角錐
形、白塗りのモダンな建物で｢自
働電話」と呼ばれた。

１９１１年頃（明治末期）

明治末期の赤塗りの六角形ボッ
クス。
全国で200カ所に建てられ、庶民
の電話として活躍した。

１９２７年（昭和2年）

四角形でグレーの昭和初期のボッ
クス。窓も線も細く、しゃれたスタイル
で親しまれた。

１９４５年（昭和20年）

被災地に建てられた組み立てバ
ラック式ボックス。ガラスの節約で窓
は小さく太い格子が入り、暗い感じ
であった。

１９５４年（昭和29年）

初の鋼製ボックスがお目見え。クリー
ム色のボディと赤い屋根から“丹頂
形”と呼ばれた。戦後色を一掃、街
角を彩った。

１９６４年（昭和39年）

東京オリンピック大会会場付近で
試用し、昭和44年から全国的に使
用された組み立て式ボックス。組み
立て、解体が簡単で、四方とも透
明なガラスであり、盗難・いたずら
などの防止に役立っている。

１９８５年（昭和60年）

街の景観になじみやすく、ガラス
以外の部分は、 ライトブラウン、
ダークブラウン、グレーのカラーバ
リエーションに。旧形ボックスよりも
広く、耐震、防暑、遮音、防雨、照
明等に気を配り、使いやすさをさ
らに追求している。

１９９１年（平成3年）

ディジタル公衆電話に接続する携
帯端末操作用大型テーブルを標
準装備し、電話帳ホルダー、腰掛け
等の内装設備も充実。さらに通気
口の拡大や照明のアップ等快適性
をも備えている。
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